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三月二十日、今日けふは郡司大尉ぐんじたいゐが短艇遠征たんていゑんせいの行かうを送るに、兼かねて此壮図このさうとに随行ずゐかうして其景況そのけいきやう並ならびに千島ちしまの模様もやうを委くはしく探さぐりて、世間せけんに報道はうだうせんとて自みづから進みて、雪浪萬重せつらうばんちようの北洋ほくやうを職務しよくむの為ためにものともせぬ、我わが朝日新聞社員あさひしんぶんしやゐん横川勇次氏よこかはゆうじしを送らんと、朝あさ未明まだきに起おき出いでて、顔かほ洗あらふ間まも心せはしく車を急いそがせて向島むかふじまへと向むかふ、常つねにはあらぬ市中しちうの賑にぎはひ、三々五々勇いさましげに語かたり合あふて、其方そのかたさして歩あゆむ人は皆みな大尉たいゐの行かうを送るの人なるべし、両国橋りやうごくばしにさしかゝりしは午前七時三十分、早はや橋の北側きたがはは人垣ひとがきと立たちつどひ、川上かはかみはるかに見やりて、翠みどりかすむ筑波つくばの山も、大尉たいゐが高き誉ほまれにはけおされてなど口々くち〴〵いふ、百本ぽん杭ぐひより石原いしはらの河岸かし、車の輪も廻まはらぬほど雑沓こみあひたり、大尉たいゐは予よが友とも露伴氏ろはんしの実兄じつけいなり、また此行中このかうちうに我わが社員しやゐんあれば、此勇このいさましき人の出を見ては、他人の事と思はれず、我身わがみの誉ほまれと打忘うちわすれられて嬉うれしく独ひとり笑ゑみする心の中うちには、此群集このぐんしふの人々にイヤ御苦労さま抔などと一々いち〳〵挨拶あいさつもしたかりし、これによりて推想おしおもふも大尉たいゐが一族いちぞく近親きんしんの方々かた〴〵はいかに、感歓かんくわん極きまりて涙に咽むせばれしもあるべし、人を押分おしわくるやうにして辛からく車を向島むかふじままでやりしが、長命寺ちやうめいじより四五間けんの此方こなたにて早はや進すゝむも引ひくもならず、他の時なればうるさき混雑こんざつやと人を厭いとふ気きも発おこるべきに、只ただ嬉うれしくて堪こらへられず、車を下おりて人の推おすまゝに押されて、言問団子ことゝひだんごの前までは行ゆきしが、待合まちあはす社員友人の何処いづこにあるや知られず、恙つゝがなく産うまれ出いでしといふやうに言問ことゝひの前の人の山を潜くぐり出いでて見れば、嬉うれしや、此こゝに福岡楼ふくをかろうといふに朝日新聞社員休息所あさひしんぶんしやゐんきうそくじよの札ふだあり、極楽ごくらくで御先祖方ごせんぞがたに御目おめに掛かゝつたほど悦よろこびて楼ろうに上のぼれば、社員しやゐん充満みちみちていづれも豪傑然がうけつぜんたり、機会ときにあたれば気は引立ひきたつものなり、元亀げんき天正てんしやうの頃ころなれば一国一城の主ぬしとなる手柄てがらも難かたからぬが、岸きしに堤つゝみに真黒まつくろに立続たちつゞけし人も皆みな豪傑然がうけつぜんたり、予よはいよ〳〵嬉うれしくて堪たまらず、川面かわづらは水も見えぬまで、端艇ボート其他そのたの船ふね並ならびて其そが漕開こぎひらき、漕こぎ廻まはる有様ありさま、屏風びやうぶの絵ゑに見たる屋島やしま壇だんの浦うらの合戦かつせんにも似にて勇ましゝ、大尉たいゐが大拍手だいはくしゆ大喝采だいかつさいの間あひだに、舟ふねより船ふねと飛とび渡わたりて、其祝意そのしゆくいをうけらるゝは、当時そのかみの源廷尉げんていゐ宛然えんぜんなり、予よも肉にく動うごきて横川氏よこかわしと共ともに千島ちしまに行ゆかばやとまで狂くるひたり、舟ふねは大尉たいゐ萬歳ばんざいの歓呼くわんこのうちに錨いかりを上あげて、此帝都このていとを去りて絶海無人ぜつかいむじんの島たうをさして去りぬ、此この壮さかんなる様さまを目撃したる数萬すうまんの人、各々めい〳〵が思ふ事々こと〴〵につき、いかに興奮感起こうふんかんきしたる、ことに少壮せうさうの人の頭脳づなうには、此日このひ此地このち此有様このありさま永ながく描写べうしやし止とゞまりて、後年こうねんいかなる大業たいげふを作なす種子たねとやならん、予よは集つどへる人を見て一種いつしゆ頼たのもしき心地こゝちも発おこりたり、此一行このいつかうが此後こののちの消息せうそく、社員しやゐん横川氏よこかはしが通信に委くはしければ、読みて大尉たいゐの壮行さうかうと予われも共ともにするの感あり、其そは此日このひより後のちの事ことにして、予よは此日このひ只一人たゞひとり嬉うれしくて、ボンヤリとなり、社員にも辞じせず、ブラ〳〵と面白おもしろき空想を伴つれにして堤どてを北頭きたがしらに膝栗毛ひざくりげを歩あゆませながら、見送みおくり果はててドヤ〳〵と帰る人々が大尉たいゐの年としは幾いくつならんの、何処いづこの出生しゆつしやうならんの、或あるひは短艇ボートの事こと、千島ちしまの事抔ことなど噂うはさしあへるを耳にしては、夫それは斯かく彼あれは此かうと話して聞きかせたく鼻はうごめきぬ、予よは洋杖ステツキにて足を突つかれし其人そのひとにまで、此方こなたより笑ゑみを作りて会釈ゑしやくしたり、予よは何処いづくとさして歩あゆみたるにあらず、足あしのとまる処ところにて不図ふと心付こゝろづけば其処そこ、依田学海先生よだがくかいせんせいが別荘べつさうなり、此こゝにてまた別べつの妄想まうさう湧わきおこりぬ。
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おもへば四年よとせの昔なりけり、南翠氏なんすゐしと共ともに学海先生がくかいせんせいの此この別荘べつさうをおとづれ、朝より夕ゆふまで何なにくれと語かたらひたる事ことありけり、其時そのとき先生せんせい左さの詩しを示しめさる。

庚寅一月二十二日、喜篁村南翠二君見過墨水弊荘、篁村君文思敏澹、世称為西鶴再生、而余素愛曲亭才学、故前聯及之、


巨細相兼不並侵、審論始識適幽襟、鶴翁才気元天性、琴叟文章見苦心、戯譃諷人豈云浅、悲歌寓意一何深、梅花香底伝佳話、只少黄昏春月臨


まことに此時このとき、日ひも麗うららかに風かぜ和やはらかく梅うめの花、軒のきに匂かんばしく鶯うぐひすの声いと楽しげなるに、室しつを隔へだてゝ掻かきならす爪音つまおと、いにしへの物語ぶみ、そのまゝの趣おもむきありて身も心も清きよく覚おぼえたり、此この帰るさ、またもとの俗骨ぞくこつにかへり、我われも詩を作る事ことを知りたるならば、拙へたながらも和韻わゐんと出かけて、先生を驚おどろかしたらんものをと負まけじ魂だましひ、人羨うらやみ、出来できぬ事ことをコヂつけたがる持前もちまへの道楽だうらく発おこりて、其夜そのよは詩集ししふなど出いだして読みしは、我われながら止所とめどころのなき移気うつりぎや、夫それも其夜そのよの夢だけにて、翌朝よくあさはまた他事ほかのことに心移こゝろうつりて、忘わすれて年月としつきを経へたりしが、梅うめの花の咲さくを見ては毎年まいとし、此日このひの会くわいの雅みやびなりしを思おもひ出だして、詩を作らう、詩を作らう、和韻わゐんに人を驚おどろかしたいものと悶もだへしが、一心いつしん凝こつては不思議ふしぎの感応かんおうもあるものにて、近日きんじつ突然とつぜんとして左さの一詩しを得えたり、

往年同須藤南翠、訪依田学海君濹上村荘、酒間、君賦一律見贈、今巳四年矣、昨雨窓無聊偶念及之、即和韻一律、録以供一笑之資云、


村荘不見一塵侵、最好清談披素襟、游戯文章猶寓意、吟嘲花月豈無心、新声北部才情婉、往事南朝感慨深、我亦多年同臭味、待君載筆屡相臨、


ナント異おつに出来でかしたでは厶ござらぬか、此詩このしを懐中くわいちうしたれば、門もんを叩たゝいて驚おどろかし申まをさんかとは思ひしが、夢中むちう感得かんとくの詩しなれば、何時いつ何処どこにても、またやらかすと云いふ訳わけには行ゆかず、コレハ〳〵よく作られたと賞揚しやうやう一番ばん、その後あとで新詩しんしを一律いちりつまた贈おくられては、再ふたゝび胸に山を築きづく、こゝは大おほきに考かんがへもの、面まのあたり捧さゝげずに遠く紙上しじやうで吹聴ふいちやうせば、先生髯ひげを握にぎりながら、フムと感心のコナシありて、此子このこなか〳〵話せるワエと、忽たちまち詩箋しせんに龍蛇りうだはしり、郵便箱いうびんばこに金玉きんぎよくの響ひゞきある事ことになるとも、我われまた其夜そのよの思寝おもひねに和韻わゐんの一詩しをすら〳〵と感得かんとくして、先生のみか世人よのひとを驚おどろかすも安やすかるべしと、門外もんぐわいに躊躇ちうちよしてつひに入いらず、道みち引ひきかへて百花園くわゑんへと赴おもむきぬ、新しん梅屋敷うめやしき百花園くわゑんは梅の盛さかりなり、御大祭日ごたいさいびなれば群集ぐんしふも其筈そのはずの事ことながら、是これはまた格別かくべつの賑にぎはひ、郡司大尉ぐんじたいゐの壮行さうかうをまのあたり見て、子や孫まごに語かたりて教草をしへぐさにせんと、送別さうべつの外ほかの遊人いうじんも多くして、帰かへさは筇つゑを此こゝに曳ひきしも少すくなからで、また一倍いちばいの賑にぎはひはありしならん、一人にん志こゝろざしを立たてて国家こくかの為ために其身そのみをいたせば、満都まんとの人ひと皆みな動かされて梅の花さへ余栄よえいを得えたり、人は世に響ひゞき渡わたるほどの善事よきことを為なしたきものなり、人は世に効益かうえきを与あたふる大人君子たいじんくんしに向むかひては、直接の関係はなくとも、斯かく間接の感化かんくわをうくるものなれば、尊敬の意をうしなふまじきものなりなど、花は見ずして俯向うつむきながら庭を巡めぐるに、斯かく花園はなぞのを開ひらきて、人の心を楽たのします園主ゑんしゆの功徳くどく、わづかの茶代ちやだいに換かへ得えらるゝものならず、此園このゑんはそもいかにして誰だれが開きしぞ。
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此この梅屋敷うめやしきは文化九年の春より菊塢きくうが開きしなり、百花園くわゑん菊塢の伝でんは清風廬主人せいふうろしゆじん、さきに国民之友こくみんのともに委くはしく出いだされたれば、誰人たれびとも知りたらんが、近頃ちかごろ一新聞あるしんぶんに菊塢きくうは無学むがくなりしゆゑ、詩仏しぶつや鵬斎ぼうさいに詩文しぶんにてなぶり者ものにされたりといふ事こと見みえたるが、元もとより菊塢きくう、世才せさいには長たけたれど学文がくもんはなし、詩仏しぶつ鵬斎ぼうさい蜀山しよくさん真顔まがほ千蔭かげ春海はるみ等ら、当時そのころの聞人もんじんの幇間半分たいこはんぶんなぶり者にせられしには相違さうゐなし、併しかし諸名家しよめいかが菊塢きくうを無祝儀むしゆうぎで取巻とりまき同様どうやうにする間あひだに、菊塢きくうはまた諸名家しよめいかを無謝儀むしやぎにて使役しえきせしなり、聞人もんじんといふものは何いつの世にても我儘わがまゝで高慢かうまんで銭ぜにも遣つかはぬくせに、大面おほづらで悪く依怙地えこぢで、自分ばかりが博識ものしりがるものなり、菊塢きくうは奥州おうしうよりボツト出て、堺町さかひてうの芝居茶屋しばゐぢやや和泉屋いづみや勘かん十郎らう方かたの飯焚めしたきとなり、気転きてんが利きくより店の若衆わかいしゆとなり、客先きやくさきの番附ばんづけ配くばりにも、狂言きやうげんのあらましを面白おもしろさうに話して、だん〳〵取入とりいり、俳優やくしや表方おもてかたの気にも入り、見やう聞真似きゝまねに発句ほつく狂歌きやうかなど口早くちはやく即興そくきようにものするに、茶屋ちややの若者わかいものには珍めづらしい奴やつと、五代目白猿はくゑんに贔屓ひいきにされ、白猿はくゑんの余光よくわうで抱一はういつ不白ふはくなどの許もとへも立入たちいるやうになり、香茶かうちや活花いけばなまで器用で間まに合あはせ、遂つひに此人このひとたちの引立ひきたてにて茶道具屋ちやだうぐやとまでなり、口前くちまへ一ひとつで諸家しよけに可愛かあいがられ、四十年来の閲歴えつれきに聞人達もんじんたちの気風きふうを呑込のみこみたれば、只たゞで諸名家しよめいかの御休息所ごきうそくじよを作り、其その御褒美ごほうびには梅うめ一本ぽんづゝ植うゑて下くだされと、金かねと卑劣ひれつに出いでざる名案めいあん、梅うめ一本ぽんの寄附主きふぬしが、和尚おしよう如何どうだナ抔などと扶持ふちでもして置おくやうに巾はゞを利きかせて、茶の呑倒のみたふしを、コレハ先生よくこそ御来臨ごらいりん、幸さいはひ左さる方かたより到来たうらいの銘酒めいしゆ、これも先生に口を切きつて頂いただくは、青州せいしう従事じゆうじが好造化かうざうくわなどゝ聞きゝかぢりと、態わざと知らせて馬鹿ばかがらせて悦よろこばせれば、大面先生おほづらせんせい横平よこひらたく、其面そのつらを振ふり廻まはし、菊塢きくうは可笑をかしい奴やつだ、今度の会は彼処あすこで催もよほしてやらうと有難ありがたくない御託宣ごたくせん、これが諸方しよはうへ引札ひきふだとなり、聞人達もんじんたちの引付ひきつけで、諸侯方しよこうがたまで御出おいでになり、わづかのうちに新梅屋敷しんうめやしきの名、江都中えどぢうに知られ、夫それのみならず先生々々せんせい〳〵の立たてこがしに、七草考なゝくさかうの都鳥考みやこどりかうのと人に作らせて、我名わがなにて出版せしゆゑ、知らぬものは真の文雅ぶんがの士しとおもひ、訪とひよるさへも多ければ、忽たちまち諸国しよこくにも園そのの名を馨かほらせ、枝葉えだはの栄さかえ、それのみか、根堅ねがたき名園めいゑんを斯かく遺のこして年々ねん〳〵の繁昌はんじやう、なみ〳〵の智恵ちゑ、生才学なまさいがくにて此この長栄不朽ちやうえいふきうの計画けいくわくのなるべきや、気を取りにくき聞人もんじんの気をよく取りて皆みな我用わがようとなしたるは、多く得えがたき才物さいぶつなり、もし戦国せんごくの時ときにあらば、うまく英雄の心を攬とりて、いかなる奇功きこうを立たてたるやはかりがたし、殊ことに此地このちに一名園めいゑんを加くはへたるは私利しりのみなりといふべからず、偖さて此この菊塢きくう老年らうねんには学問も少しは心がけしと見え、狂歌きやうか俳句はいくも左さのみ手づゝにはあらず、我わが蔵ざうする菊塢きくうの手紙には、梅うめ一枝いつし画ゑがきて其上そのうへに園そのの春をお分わかち申まをすといふ意味の句あり、また曲亭馬琴きよくていばきんが明めいを失しつしてのち、欝憂うさを忘るゝために己おのれと記臆きをくせし雑俳ざつぱいを書かきつらねて、友におくりし中うちに、此この菊塢きくうの狂歌きやうか二首しゆ発句ほつく一句くあり、（手紙と其書そのしよも移転ひつこしまぎれに捜さがしても知れぬは残念ざんねん）兎とにも角かくにも一個いつこの豪傑がうけつ「山師やまし来きて何なにやら植うゑし隅田川すみだがは」と白猿はくゑんが、芭蕉ばせうの句をもじりて笑ひしは、其身そのみが世の名利みやうりに拘かゝはらねばなり、此日このひ見みるもの皆みな嬉うれしく、人の為する業わざを有難ありがたく思おもひしは、朝の心の快濶くわいくわつなりしうつりか、其その飛々とび〳〵の独ひとり笑ゑみ隅田すみだの春光しゆんくわう今日けふ新あたらし。（明治26年３月～４月「東京朝日新聞」）
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